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師
走
の
候
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
同
慶
に
存
じ
ま
す
。
又
、
年
頭

の
正
月
よ
り
一
年
間
各
種
神
事
行
事
に
対
し
ま
し
て
ご
崇
敬
ご
奉
献
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
神
様
に
は
神
饌
と
い
っ
て
米
（
穀
物
）・
酒
・
塩
・
水
（
酒
は
別
と
し
て
、
生
命
維
持
に
必
須
な
物
）
は
勿
論
の
こ
と
、

祭
典
の
大
小
に
よ
っ
て
餅
や
鯛
を
始
め
山
野
の
物
を
お
供
え
い
た
し
ま
す
。
例
祭
時
の
神
饌
用
の
餅
は
大
小
の
重
ね
真
餅
（
混
ぜ

物
を
し
な
い
餅
）
と
し
、
二
つ
重
ね
る
の
は
日
月
を
象
徴
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
、
さ
ら
に
重
ね
餅
を
赤
・
白
色
付
け
す
る
習
慣
は

『
延
喜
式
』
に
も
見
ら
れ
、
赤
は
陽
で
日
を
、
白
は
陰
で
月
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
紅
白
餅
は
稲
荷
神
社
の
初
午
祭
に
好
ん
で
供

え
ら
れ
る
。
餅
に
は
雑
穀
・
草
類
を
加
え
た
大
豆
餅
・
小
豆
餅
・
草
餅
・
菅
餅
（
菅
で
包
ん
だ
餅
）
な
ど
が
あ
る
。
小
豆
餅
な
ど

は
、
例
祭
以
外
の
特
殊
神
事
の
神
饌
餅
と
し
て
供
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
餅
に
つ
い
て
近
畿
圏
で
は
、
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
大
橋
の
東
西
に
餅
に
関
わ
る
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
東
の
野
洲

市
に
は
大
笹
原
神
社
の
境
内
に
摂
社
・
篠
原
神
社
が
あ
り
、
餅
の
宮
と
称
さ
れ
て
い
る
。
祭
神
は
石
凝
姥
命
で
、
命
が
こ
の
地
に

天
下
り
糯
米
を
植
え
日
の
御
像
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
鏡
の
よ
う
に
美
し
く
出
来
た
と
こ
ろ
か
ら
餅
鏡
、
鏡
餅
と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
鏡
餅
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
古
来
良
質
の
糯
米
の
産
地
で
、
土
地
柄
で
あ
ろ
う
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

至
る
ま
で
、
中
仙
道
を
往
来
す
る
旅
人
の
保
存
食
や
土
産
品
の
篠
原
餅
と
し
て
知
ら
れ
た
。
も
う
一
方
の
琵
琶
湖
の
西
に
は
米
餅

搗
大
使
主
命
を
祀
る
小
野
神
社
が
あ
る
。
餅
搗
き
を
し
た
最
初
の
神
様
で
、
小
野
妹
子
・
小
野
篁
・
小
野
道
風
等
の
小
野
氏
族
の

祖
神
と
さ
れ
、小
野
の
地
名
の
発
祥
地
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
命
が
応
神
天
皇
の
御
代
に
餅
の
元
で
あ
る
餈
（
し
と
ぎ
）
を
作
っ

て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
十
一
月
二
日
に
古
式
餈
祭
が
斎
行
さ
れ
、
全
国
の
菓
子
業
界
の
参
列
も
あ
る
と
い
う
。

餈
は
中
国
の
古
代
周
朝
時
代
の
神
饌
の
中
に
も
見
ら
れ
、
人
が
食
べ
る
物
で
は
な
く
神
へ
の
供
え
物
で
あ
っ
た
が
、
餈
か
ら
餅

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
正
月
と
餅
の
関
係
は
深
い
。
稲
の
豊
作
を
も
た
ら
す
穀
霊
と
そ
れ
を
守
護
す
る
先
祖
霊
を
年

1

○
　
ご
家
庭
・
会
社
事
務
所
に
神
棚
を
祀
り
ま
し
ょ
う
。

○
　
お
伊
勢
さ
ん
の
お
神ふ

だ札
（
神
宮
大
麻
）
と
三
石
さ
ん
の
お
神

札
を
合
せ
奉
斎
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
ご
神
札
は
、
毎
年
末
も
し
く
は
新
年
に
新
し
く
改
め
て
お
祀

り
し
ま
し
ょ
う
。
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平
成
二
十
五
年
十
一
月

平
成
二
十
五
年
十
一
月

七
五
三
詣
祈
祷
斎
行

十
一
月
中
、
七
五
三
詣
祈
祷
を
斎
行
し

た
。当

社
で
は
七
五
三
に
当
た
る
子
供
さ
ん

の
玉
串
奉
奠
や
、
拝
殿
内
で
の
記
念
写
真

撮
影
も
行
い
、
千
歳
飴
や
オ
モ
チ
ャ
・
風

船
・
お
み
や
げ
セ
ッ
ト
等
の
他
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
商
品
等
の
記
念
品
も
お
渡
し
し
て

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は
会
館
二

階
に
特
設
写
真
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
、
記
念

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
設
備
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
宮
参
り
に
も
ご
連
絡
頂
け
れ

ば
ス
タ
ジ
オ
を
設
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

神
戸
医
師
協
同
組
合
作
業
所
竣
工
式
斎
行

十
四
日
、
東
灘
区
深
江
浜
町
で
、
鉄
骨

二
階
建
て
の
神
戸
医
師
協
同
組
合
深
江
作

業
所
の
竣
工
式
が
斎
行
さ
れ
た
。

施
主
で
あ
る
神
戸
医
師
協
同
組
合
は
、

兵
庫
県
医
師
会
の
会
員
で
組
織
し
て
組
合

員
の
地
位
向
上
と
医
療
経
営
の
支
援
を
は

じ
め
医
療
品
・
医
療
機
器
の
販
売
や
リ
ネ

ン
サ
プ
ラ
イ
事
業
な
ど
幅
広
く
行
っ
て
い

る
が
、こ
の
度
病
院
用
シ
ー
ツ
・
枕
カ
バ
ー

等
の
洗
濯
工
場
と
事
務
所
を
新
建
設
す
る

こ
と
と
な
り
、
設
計
・
施
工
を
近
畿
菱
重

興
産
㈱
に
依
頼
し
、
昨
年
の
五
月
に
起
工

特設スタジオでの記念写真

神
と
い
い
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
農
耕
儀
礼
と
し
て
鏡
餅
を
年
神
様
に
供
え
た
。
小
丸
餅
は

年
神
様
か
ら
の
賜
り
物
（
年
玉
）
と
し
て
家
族
一
人
一
人
に
分
配
し
た
。
こ
の
年
玉
の
玉

は
タ
マ
（
霊
魂
）
に
通
じ
、
餅
を
食
す
る
こ
と
は
霊
魂
（
生
命
）
を
更
新
さ
せ
る
こ
と
を

意
味
し
た
。子
供
へ
の
正
月
お
年
玉
も
、も
と
も
と
年
神
様
か
ら
の
賜
り
物
と
し
て
始
ま
っ

た
が
、
現
在
は
神
不
在
の
お
年
玉
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
人
生
儀
礼
の
一
つ
一
つ
に
も
餅
を
搗
い
た
。
妊
婦
の

腹
帯
の
祝
い
に
餅
を
配
り
、
出
産
す
れ
ば
親
元
か
ら
力
餅
、
は
ら
わ
た
餅
と
呼
ん
で
餅
を

届
け
た
。
生
後
一
年
目
に
は
一
升
餅
を
子
供
に
背
負
わ
せ
て
成
長
を
喜
ん
だ
。
ま
た
秋
田

県
な
ど
に
は
歯
固
め
餅
と
い
っ
て
、
正
月
に
お
供
え
し
た
餅
を
六
月
一
日
に
堅
い
餅
を
食

し
て
歯
の
根
を
固
め
健
康
長
寿
を
祈
念
し
た
。
平
安
時
代
末
期
の
宮
廷
料
理
献
立
に
も
歯

固
め
餅
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
餅
は
主
に
晴
の
儀
式
の
食
で
あ
る
が
、
正
月
に
餅
を
食
さ
な
い
話
も
あ
る
。

信
州
地
方
で
は
武
田
信
玄
に
年
末
に
滅
ぼ
さ
れ
た
末
裔
は
、
そ
の
苦
労
を
偲
ん
で
正
月
用

餅
を
搗
か
な
い
と
い
う
。
ま
た
本
家
で
年
末
の
餅
搗
き
の
時
に
火
災
を
出
し
た
、
本
家
の

先
祖
が
正
月
雑
煮
を
食
し
て
大
病
を
患
っ
た
な
ど
の
旧
家
で
は
餅
な
し
正
月
と
い
う
風
習

を
残
し
て
い
る
。
但
し
、
三
が
日
が
過
ぎ
れ
ば
餅
を
搗
く
そ
う
で
あ
る
。

民
俗
的
行
事
で
あ
る
が
、
東
北
地
方
に
は
一
年
間
の
感
謝
を
込
め
て
、
正
月
に
農
機
具

に
餅
を
供
え
る
風
習
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
烏
を
山
の
神
の
使
い
と
崇
め
餅
を
木
の

枝
に
ぶ
ら
下
げ
る
烏
の
餅
、
鼠
が
い
る
商
家
は
繁
盛
す
る
と
さ
れ
、
商
売
繁
盛
・
家
業
繁

栄
を
願
い
、
鼠
の
通
り
道
に
供
え
る
鼠
の
正
月
餅
な
ど
の
事
例
も
あ
る
。

神
社
で
は
古
来
よ
り
必
ず
重
ね
餅
を
供
え
、
氏
子
崇
敬
者
の
日
々
の
平
安
と
繁
栄
を
祈

念
し
て
い
る
が
、
昭
和
二
十
年
の
戦
後
以
降
の
国
民
生
活
は
、
米
国
指
導
に
よ
り
何
事
に

お
い
て
も
徐
々
に
西
洋
化
し
、
ま
し
て
や
多
様
化
し
た
食
生
活
に
至
っ
て
は
、
正
月
に
餅

を
食
す
る
家
庭
も
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
日
本
人
の
生
活
に
、
晴
の
場
に
限
ら
ず
餅
の

大
切
な
役
割
を
今
一
度
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
簡
単
な
が
ら
記
し
た
。

竣工式神事
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と
い
う
正

月
に
相
応

し
い
踊
り

で
あ
っ
た
。

両
先
生

の
民
踊
に

参
列
者
は

盛
大
な
拍

手
を
送
っ

た
。式

典
後
、

参
列
者
一

同
破
魔
矢

を
持
ち
、
鳥
居
前
に
て
記
念
写
真
を
撮
り

直
会
に
入
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
三
月

平
成
二
十
六
年
三
月

営
業
所
開
所
安
全
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

十
九
日
、
氏
子
内
で
あ
る
御
崎
本
町
四

丁
目
で
、
小
西
医
療
器
㈱
の
神
戸
営
業
所

開
所
式
が
斎
行
さ
れ
た
。

小
西
医
療
器
は
、
大
阪
市
中
央
区
内
淡

路
町
に
本
社
を
置
き
、
医
療
用
機
器
及
び

器
具
等
を
販
売
す
る
会
社
で
、
こ
の
度
営

業
拡
大
の
為
、
新
た
に
神
戸
営
業
所
を
設

け
た
も
の
で
、
建
物
は
鉄
骨
三
階
建
で
あ

る
。

地
鎮
祭
を
執
り
行
い
、
無
事
工
事
も
順
調

に
進
み
美
し
い
外
装
と
延
床
面
積
約
一
、

八
七
八
㎡
の
広
い
工
場
・
事
務
所
等
が
竣

工
し
た
。

当
日
は
神
戸
医
師
協
同
組
合
の
小
柴
理

事
長
を
は
じ
め
建
屋
を
使
用
す
る
神
医
協

興
産
の
吉
田
社
長
、
施
工
者
の
近
畿
菱
重

興
産
小
川
社
長
ら
が
参
列
者
を
代
表
し
て

玉
串
拝
礼
し
、
竣
工
を
祝
す
と
共
に
今
後

の
深
江
作
業
所
の
安
全
と
神
戸
医
師
協
同

組
合
の
繁
栄
を
祈
願
し
た
。

平
成
二
十
六
年
一
月

平
成
二
十
六
年
一
月

年
頭
氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
斎
行

正
月
三
日
、第
三
十
二
回
目
と
な
る「
氏

子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭
」
が
総
代･

氏
子

崇
敬
者
三
十
名
の
参
列
の
も
と
厳
か
に
斎

行
さ
れ
、
今
年
一
年
の
各
位
の
安
寧
と
繁

栄
を
祈
願
し
た
。

本
年
の
神
前
奉
納
は
、
紫
月
会
・
浜
の

子
グ
ル
ー
プ
（
神
戸
市
兵
庫
区
金
平
町
の

自
治
会
館
で
、
週
に
一
度
練
習
会
開
催
）

の
田
中
佳
子
先
生
に
よ
る
「
宝
舟
」
と
、

粟
飯
原
貞
子
様
に
よ
る
「
悠
久
の
歌
」
の

民
踊
が
奉
納
さ
れ
た
。

ま
ず
粟
飯
原
様
の
「
悠
久
の
歌
」
は
、

伊
勢
神
宮
の
四
季
を
歌
っ
た
内
容
で
、
昨

当
日
は
自
社
関
係
の
小
西
会
長
・
近
藤

社
長
を
始
め
施
工
業
者
等
が
参
列
し
、
各

代
表
が
玉
串
奉
奠
し
て
営
業
所
開
設
を
祝

す
と
共
に
、
今
後
の
神
戸
営
業
所
の
繁
栄

と
社
員
の
健
康
活
躍
を
祈
願
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
二
棟
同
時
竣
工
式
斎
行

二
十
五
日
、
兵
庫
区
吉
田
町
一
丁
目
で

神
戸
市
密
集
市
街
地
再
生
事
業
の
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
十
階
建
店
舗
付
共
同
住

宅（
三
十
二
戸
）で
あ
る「
エ
ク
セ
ル
デ
ュ

オ
御
崎
公
園
リ
ト
モ
」
と
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
十
四
階
建
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
付
共

同
住
宅
（
五
十
五
戸
）
で
あ
る
「
エ
ク
セ

ル
デ
ュ
オ
御
崎
公
園
メ
ロ
デ
ィ
ア
」
の
二

棟
同
時
竣
工
式
が
「
リ
ト
モ
」
の
駐
車
場

で
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

事
業
主
で
あ
る
㈱
岡
三
地
所
が
㈱
瀬
戸

本
淳
建
築
研
究
室
に
設
計
・
監
理
を
依
頼

し
、
㈱
岡
工
務
店
・
今
津
建
設
㈱
に
工
事

年
十
月
に
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
て
お
り
、

本
年
六
月
に
氏
子
崇
敬
者
共
々
に
参
拝
に

行
く
事
も
あ
り
、
ま
さ
に
年
頭
に
相
応
し

い
踊
り
で
あ
っ
た
。田
中
佳
子
先
生
の「
宝

舟
」
は
、
七
福
神
た
ち
の
所
作
を
表
現
し

た
踊
り
で
、
締
め
に
鶴
と
亀
が
登
場
す
る

竣工した新神戸営業所

ご神前での民踊奉納

鳥居前での記念写真
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を
請
け
負
わ
せ
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

と
平
成
二
十
五
年
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
起
工

地
鎮
祭
を
斎
行
し
、
無
事
に
工
事
も
順
調

に
進
み
、
美
し
い
外
装
と
共
に
全
室
充
実

し
た
生
活
空
間
設
備
を
備
え
て
本
日
の
竣

工
式
を
迎
え
た
。

当
日
は
事
業
主
・
地
権
者
四
名
を
始
め

関
係
者
約
四
十
名
が
参
列
し
、
厳
粛
な
神

事
に
お
い
て
、
各
代
表
が
恭
し
く
玉
串
奉

奠
し
て
竣
工
を
祝
す
と
共
に
、
入
居
者
の

今
後
の
安
全
と
弥
栄
を
祈
願
し
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月

平
成
二
十
六
年
四
月

事
務
所
建
屋
竣
工
式
斎
行

八
日
の
大
安
日
、
三
菱
電
機
㈱
神
戸
製

作
所
構
内
で
鉄
骨
造
七
階
建
延
床
面
積
約

一
五
、六
二
六
㎡
の
五
〇
二
棟
「
技
術
棟
」

の
新
事
務
所
建
屋
の
竣
工
式
が
斎
行
さ
れ

た
。施

主
で
あ
る
神
戸
製
作
所
が
㈱
三
菱
地

所
設
計
に
設
計
を
依
頼
し
、
清
水
建
設
・

東
急
建
設
・
南
海
辰
村
建
設
共
同
企
業
体

に
工
事
を
請
け
負
わ
せ
、
平
成
二
十
五
年

四
月
に
起
工
地
鎮
祭
を
執
り
行
い
、
無
事

故
に
て
工
事
も
順
調
に
進
み
本
日
の
竣
工

を
迎
え
た
。

当
日
は
、
本
社
よ
り
社
会
シ
ス
テ
ム

事
業
本
部
畑
辺
副
事
業
本
部
長
を
始
め
、

六
十
三
名
の
参
列
の
も
と
厳
粛
に
斎
行
さ

れ
、
各
代
表
が
玉
串
奉
奠
し
て
竣
工
を
祝

す
と
共
に
今
後
の
技
術
棟
事
務
所
の
安
全

繁
栄
を
祈
願
し
た
。
神
酒
拝
戴
後
に
は
建

築
施
主
・
設
計
者
・
施
工
者
の
各
代
表
者

の
挨
拶
も
行
わ
れ
た
。
尚
、
報
道
機
関
の

祭
典
取
材
等
も
あ
っ
て
、
翌
日
の
新
聞
な

ど
に
報
道
さ
れ
た
。

後
日
、
新
五
〇
二
棟
へ
の
事
務
所
移
転

に
伴
う
回
転
機
製
造
部
の
神
棚
移
設
奉
安

修
祓
式
も
斎
行
さ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
五
月

平
成
二
十
六
年
五
月

例
大
祭
と
神
幸
式
斎
行

十
六
日
金
曜
日
、
午
後
六
時
か
ら
の
例

祭
に
は
、
区
内
神
職
の
ご
助
勤
奉
仕
に
よ

り
、
総
代
始
め
氏
子
崇
敬
者
二
十
四
名
の

参
列
の
も
と
、
例
年
通
り
巫
女
に
よ
る
神

前
神
楽
も
奉
納
し
て
厳
粛
に
斎
行
し
た
。

後
、
会
館
二
階
に
て
三
菱
電
機
神
戸
製
作

所
の
竹
本
総
務
課
長
の
来
賓
挨
拶
を
賜
り
、

乾
杯
、
直
会
に
入
っ
た
。

十
七
日
土
曜
日
午
前
八
時
よ
り
、
各
地

区
お
旅
所
の
入
魂
修
祓
式
を
斎
行
し
、
午

後
一
時
半
よ
り
、
地
区
総
代
・
氏
子
役
員
・

自
治
会
関
係
者
の
指
導
に
よ
り
、
子
供
み

こ
し
四
基
が
神
輿
唄
を
声
高
ら
か
に
唄
い

な
が
ら
氏
子
町
内
を
巡
幸
し
た
。

十
八
日
の
日
曜
日
五
月
晴
れ
に
恵
ま

れ
、
例
大
祭
最
大
の
神
事
で
あ
る
神
幸
式

が
賑
々
し
く
斎
行
さ
れ
た
。
午
後
二
時
前

よ
り
兵
庫
区
浜
山
通
二
丁
目
の
寺
西
翔
太

君
（
二
十
一
歳
）
扮
す
る
猿
田
彦
の
勇
壮

な
踊
り
に
続
き
、
直
垂
装
束
姿
の
総
代
や
、

保
護
者
に
付
添
わ
れ
た
十
九
名
の
稚
児
も

行
列
に
加
わ
り
、
更
に
和
田
岬
小
学
生
達

の
直
垂
装
束
の
神
宝
持
役
十
四
名
、
吉
田

中
学
生
二
十
六
名
に
よ
る
本
神
輿
舁
上
げ

役
、
化
粧
を
し
た
宮
司
太
刀
持
役
で
あ
る

兵
庫
区
御
崎
本
町
二
丁
目
の
中
川
翔
馬
君
、

そ
し
て
各
地
区
子
供
み
こ
し
四
基
、
総
勢

約
二
〇
〇
人
の
神
幸
式
大
行
列
が
出
発
し
、

約
二
時
間
半
か
け
て
氏
子
内
を
巡
幸
し
た
。

西
宮
市
か
ら
見
学
に
来
た
ご
婦
人
は
、

多
く
の
参
加
者
の
立
派
な
お
渡
り
神
事
に

感
嘆
さ
れ
て
い
た
。

午
後
六
時
か
ら
、
会
館
二
階
に
て
神
幸

式
奉
仕
三
地
区
・
猿
田
彦
会
員
あ
わ
せ
氏

子
約
六
十
名
の
出
席
に
よ
る
合
同
直
会
が

始
の
鋤
入

の
儀
、
設

計
施
工
の

大
和
ハ
ウ

ス
工
業
神

戸
支
店
長

が
鍬
入
れ

の
儀
を
執

り
行
っ
た

後
、
各
代
表
者
が
玉
串
奉
奠
し
て
、
工
事

期
間
の
無
事
故
・
無
災
害
と
会
社
の
益
々

の
弥
栄
を
祈
願
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月

平
成
二
十
六
年
六
月

神
宮
参
拝
氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

江
戸
時
代
に
爆
発
的
に
起
っ
た
庶
民
集

団
参
詣
の
「
お
蔭
参
り
」
と
は
意
味
が
異

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
式
年
遷
宮
の
翌

年
（
本
年
）
に
参
詣
す
る
こ
と
を
「
お
か

げ
参
り
」
と
称
し
、
よ
り
よ
い
ご
利
益
が

授
か
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
当
社
は

第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
ご

奉
賛
頂
い
た
方
々
に
も
参
拝
旅
行
案
内

し
、
八
日
の
日
曜
日
、
宮
司
・
禰
宜
を
は

じ
め
氏
子
崇
敬
者
四
十
三
名
（
北
部
氏
子

会
十
七
名
・
南
部
氏
子
会
十
名
・
東
部
氏

子
会
四
名
・
崇
敬
者
十
二
名
）
の
参
加
を

竣工式神事

笠松商店街振興組合事務所前での猿田彦のお祓い

竣工した二棟のマンション
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開
催
さ
れ
、
無
事
神
幸
式
が
斎
行
で
き
た

喜
び
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

尚
、
当
社
の
例
大
祭
が
五
月
一
日
付

神
戸
新
聞
朝
刊
の
わ
が
ま
ち
欄
の
「
神

戸
の
春
祭
り
」
に
、「
十
七
日
十
三
時

半
、
地
元

小
学
生
ら

約
一
〇
〇

人
が
四
基

の
み
こ
し

を
担
い
で

町
内
を
巡

行
。
十
八

日
十
四
時

か
ら
神
幸

始
の
鋤
入

の
儀
、
設

計
施
工
の

大
和
ハ
ウ

ス
工
業
神

戸
支
店
長

が
鍬
入
れ

の
儀
を
執

り
行
っ
た

後
、
各
代
表
者
が
玉
串
奉
奠
し
て
、
工
事

期
間
の
無
事
故
・
無
災
害
と
会
社
の
益
々

の
弥
栄
を
祈
願
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月

平
成
二
十
六
年
六
月

神
宮
参
拝
氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

江
戸
時
代
に
爆
発
的
に
起
っ
た
庶
民
集

団
参
詣
の
「
お
蔭
参
り
」
と
は
意
味
が
異

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
式
年
遷
宮
の
翌

年
（
本
年
）
に
参
詣
す
る
こ
と
を
「
お
か

げ
参
り
」
と
称
し
、
よ
り
よ
い
ご
利
益
が

授
か
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
当
社
は

第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
に
ご

奉
賛
頂
い
た
方
々
に
も
参
拝
旅
行
案
内

し
、
八
日
の
日
曜
日
、
宮
司
・
禰
宜
を
は

じ
め
氏
子
崇
敬
者
四
十
三
名
（
北
部
氏
子

会
十
七
名
・
南
部
氏
子
会
十
名
・
東
部
氏

子
会
四
名
・
崇
敬
者
十
二
名
）
の
参
加
を

式
。
猿
田
彦
が
先
導
し
、
子
ど
も
み
こ
し

四
基
、
本
み
こ
し
の
約
一
〇
〇
㍍
に
渡
る

行
列
が
町
内
を
回
る
。
出
発
前
の
境
内
と

笠
松
商
店
街
で
は
、
猿
田
彦
に
よ
る
舞
が

披
露
さ
れ
る
。」
と
掲
載
さ
れ
た
。

新
工
場
地
鎮
祭
斎
行

三
十
日
、
氏
子
内
遠
矢
浜
町
で
運
送
業

を
は
じ
め
廃
棄
物
処
理
等
々
を
営
業
す
る

藤
定
運
輸
㈱
で
二
十
名
参
列
の
も
と
、
新

本
社
工
場
の
建
設
起
工
地
鎮
祭
が
斎
行
さ

れ
た
。

新
本
社
工
場
は
約
一
、五
六
五
㎡
の
鉄

骨
造
平
屋
建
で
工
場
・
作
業
場
・
事
務
所

用
建
物
と
な
る
。
当
日
は
藤
定
社
長
が
穿

得
て
、
昨
秋
十
月
に
遷
御
の
儀
が
行
わ
れ
、

真
新
し
い
ご
社
殿
の
内
宮
（
皇
大
神
宮
）

御
垣
内
正
式
参
拝
旅
行
を
実
施
し
た
。

先
ず
時
間
の
都
合
上
、
神
宮
の
伊
勢
神

宮
会
館
で
、
伊
勢
志
摩
の
漁
師
た
ち
が
醤

油
タ
レ
に
漬
け
込
ん
だ
鰹
や
鮪
な
ど
の
赤

身
の
魚
を
漁
の
合
間
に
船
上
で
食
し
た
と

さ
れ
る
郷
土
料
理
で
、
今
は
伊
勢
名
物
と

な
っ
て
い
る
手
こ
ね
料
理
と
伊
勢
の
地
酒

を
満
喫
し
た
。

式
年
遷
宮
後
の
日
曜
日
で
も
あ
り
参
拝

者
も
多
く
、
バ
ス
移
動
が
出
来
な
く
徒
歩

で
宇
治
橋
前
に
向
い
、
集
合
記
念
写
真
を

撮
っ
て
俗
世
を
離
れ
て
内
宮
境
内
の
聖
域

に
入
っ
た
。
参
拝
手
続
き
後
、
社
務
所
来

賓
室
に
案
内
さ
れ
て
お
茶
を
頂
き
つ
つ
、

神
宮
神
職
か
ら
鎮
座
由
緒
の
説
明
を
受
け

た
の
ち
、
神
楽
殿
の
ご
祈
祷
を
受
け
た
。

神
楽
殿
で
は
四
人
の
巫
女
舞
と
舞
楽
・

大
和
舞
が
奉
納
さ
れ
、
宮
司
に
合
せ
拝
礼

し
た
。
続
い
て
内
宮
御
垣
内
に
入
り
、
参

詣
代
表
者
の
宮
司
・
高
田
総
代
に
併
せ
、

一
同
二
礼
二
拍
手
の
神
拝
作
法
に
よ
り
参

拝
を
終
え
た
。
参
拝
後
は
、
混
雑
す
る
お

か
げ
横
丁
を
各
自
散
策
し
て
軽
食
や
買
物

を
楽
し
ん
だ
。

多
く
の
参
加
者
か
ら
、
何
回
か
神
宮
に

は
参
拝
し
た
が
、
神
楽
殿
の
ご
祈
祷
や
御

5

スタジアム前での記念写真

スタジアム前での記念写真

竣工した新工場
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垣
内
参

拝
は
初

め
て
で
、

非
常
に

感
激
し

た
。
三

石
さ
ん

の
お
蔭

で
良
い

ご
利
益

も
授
か

る
だ
ろ

う
。
参

加
し
て
よ
か
っ
た
と
の
ご
意
見
も
頂
戴
し
、

無
事
帰
神
し
た
。

尚
、
神
宮
で
は
昨
秋
に
両
正
宮
（
皇
大

神
宮
・
豊
受
大
神
宮
）・
第
一
別
宮
（
荒

祭
宮
・
多
賀
宮
）
の
遷
宮
が
行
わ
れ
た
が
、

本
年
か
ら
来
年
の
春
に
か
け
、
月
読
宮
ほ

か
十
二
所
の
別
宮
で
の
遷
御
の
儀
が
執
り

行
わ
れ
る
。
正
宮
と
同
じ
く
祭
典
の
日
時

は
天
皇
陛
下
が
御
治
定（
お
定
め
）に
な
る
。

神
道
講
演
全
国
研
修
会
に
参
加

二
十
一
日
、
石
川
県
・
白
山
比
咩
神
社

で
開
催
さ
れ
た
三
日
間
の
神
道
講
演
会
全

国
研
修
大
会
に
権
禰
宜
が
参
加
し
た
。

今
年
の
主
題
は
、「
今
や
ろ
う
！
青
少

が
、
夜
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
参
加
者
間

の
親
睦
が
図
ら
れ
た
。

最
終
日
も
前
日
同
様
の
実
習
が
行
な
わ

れ
た
後
、
講
師
の
模
擬
講
演
と
参
加
者
の

五
分
間
ス
ピ
ー
チ
を
実
施
。
午
後
か
ら
は

閉
講
式
と
総
会
が
開
催
さ
れ
た
の
ち
散
会

し
た
。

平
成
二
十
六
年
七
月

平
成
二
十
六
年
七
月

夏
越
祭
（
夏
祭
り
）
斎
行

十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
相
殿
に
祀
る

素
盞
嗚
大
神
の
夏
越
祭
を
斎
行
し
た
。

十
七
日
午
後
六
時
か
ら
の
殿
内
祭
典
に

は
、
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
十
七
名
の
参
列

の
も
と
、
例
年
通
り
上
野
順
子
琉
球
舞
踊

研
究
所
神
戸
支
部
員
に
よ
る
琉
球
舞
踊
二

曲
（
カ
イ
の
鳩
間
節
、
汀
間
当
）
が
神
前

年
の
神
道
教
化
」
で
、
青
少
年
に
真
の
日

本
を
教
化
す
る
場
を
設
け
る
方
途
を
模
索

す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
日
本
語
を
用
い

て
教
化
で
き
る
よ
う
研
鑽
を
深
め
、美（
う

ま
）
し
国
柄
を
未
来
へ
伝
え
る
と
い
う
使

命
に
向
け
て
有
意
義
な
大
会
と
す
る
こ
と

を
趣
旨
と
し
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿

児
島
ま
で
の
一
四
四
名
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。

初
日
は
会
場
で
あ
る
白
山
比
咩
神
社
の

正
式
参
拝
・
開
講
式
の
後
、
同
社
宮
司
の

「
感
性
を
養
う
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を

拝
聴
し
た
。
実
習
で
は
参
加
者
に
よ
る
十

分
間
ス
ピ
ー
チ
を
も
と
に
、
講
師
に
よ
る

講
演
構
成
法
の
講
義
を
学
ん
だ
後
、
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
演
題
を
設
け
て
社
頭
で
の

講
話
を
想
定
し
た
ス
ピ
ー
チ
実
習
を
お
こ

な
い
、
そ
れ
に
対
し
て
講
師
が
講
評
し
た
。

二
日
目

は
朝
拝
に

続
き
、
声

を
鍛
え
る

歌
唱
練
習

を
行
っ
た

後
、
前
日

同
様
の
実

習
が
一
日

中
続
い
た

奉
納
さ
れ
た
後
、

参
列
者
代
表
各

位
が
玉
串
奉
奠

し
た
。

更
に
、
境
内

に
設
け
た
「
大

茅
の
輪
く
ぐ

り
」
神
事
で

は
、
宮
司
・
禰

宜
に
続
き
参
列

者
一
同
が
「
蘇

民
将
来
、
蘇
民

将
来
」
と
唱
え

つ
つ
左
・
右
・

左
と
三
度
く
ぐ

り
夏
の
無
病
息

災
を
祈
願
し
た

後
、
会
館
二
階
に
て
三
菱
神
戸
造
船
所
田

中
課
長
の
挨
拶
・
乾
杯
発
声
で
直
会
を
執

り
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
列

者
は
神
職
手
作
り
で
無
病
息
災
の
ご
利
益

あ
る
「
蘇
民
将
来
茅
の
輪
守
」
を
授
与
さ

れ
お
開
き
と
し
た
。

平
成
二
十
六
年
九
月

平
成
二
十
六
年
九
月

西
宮
神
社
海
上
渡
御
産
宮
参
り
斎
行

二
十
三
日
、
商
売
繁
盛
の
神
で
知
ら
れ

講習会々場

茅の輪くぐり神事

6

宇治橋前での記念写真

神前奉納の琉球舞踊
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る
西
宮
え
び
す
神
社
（
西
宮
神
社
）
の
海

上
渡
御
「
産
宮
（
う
ぶ
み
や
）
参
り
」
が

例
年
通
り
実
施
さ
れ
、
神
職
・
楽
人
他

十
六
名
が
当
社
を
参
拝
し
た
。

当
日
は
宮
司
は
じ
め
三
名
の
総
代
が
参

道
で
奉
迎
し
、
当
社
禰
宜
の
先
導
に
よ
り

社
殿
に
向
っ
た
。
殿
内
神
事
で
は
神
前
に

掛
鯛
（
麻
緒
で
二
匹
の
活
鯛
の
腹
側
を
合

せ
結
ん
だ
も
の
）
が
奉
献
さ
れ
た
後
、
西

宮
神
社
吉
井
禰
宜
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
参

列
者
代
表
が
玉
串
奉
奠
し
た
。
こ
の
「
産

宮
参
り
」
は
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
「
西
宮
神
主
日

記
」
に
は
、
海
上
渡
御
の
際
当
社
を
参
詣

し
た
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
西
宮
神

社
で
は
、
四
百
年
間
中
絶
し
て
い
た
神
事

を
平
成
十
四
年
に
復
活
さ
せ
、
以
後
毎
年

当
社
を
参
詣
し
て
い
る
。

祭
典
後
、
社
殿
前
で
記
念
写
真
を
撮
っ

た
の
ち
会
館
二
階
で
暫
し
休
息
し
、
総
代

た
ち
の
見
送
り
で
帰
路
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月

平
成
二
十
六
年
十
月

秋
祭（
天
照
大
神
祭
）斎
行
と
総
代
会
開
催

十
九
日
午
後
四
時
、
当
社
相
殿
に
祀
る

天
照
皇
大
神
の
秋
祭
を
厳
粛
に
斎
行
し
た
。

天
照
皇
大
神
の
奉
斎
は
、
神
社
記
録

に
よ
る
と
、
二
〇
七
年
前
の
文
化
四

（
一
八
〇
七
）
年
（
江
戸
時
代
）
と
記
さ

れ
て
い
る
。
江
戸
幕
府
も
安
定
し
世
の
中

が
落
ち
着
い
た
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年

に
は
、
神
宮
御
師
（
神
札
・
暦
を
各
地
に

配
布
し
た
布
教
神
職
）
の
働
き
も
あ
っ

て
、
お
蔭
参
り
と
称
さ
れ
た
伊
勢
神
宮
へ

の
庶
民
集
団
参
詣
が
起
こ
り
、
明
和
八

（
一
七
七
一
）年
に
は
日
本
の
総
人
口
約
三
、

一
〇
〇
万
人
の
う
ち
、
二
〇
〇
万
人
が
参

詣
し
た
と
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、

当
時
商
家
も
建
ち
並
び
繁
栄
し
て
い
た
兵

庫
の
津
か
ら
も
、
勝
手
に
商
家
を
抜
け
出

し
て
の
「
お
蔭
参
り
」
に
行
っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
伊
勢
の
神
札
を
持
っ
て
帰
れ
ば

咎
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
伊

勢
神
宮
の
天
照
皇
大
神
を
地
元
の
神
社
に

も
祀
る
気
運
も
起
こ
り
、
文
化
四
年
に
当

社
に
奉
斎
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
日
は
総
代
の
み
の
参
列
の
も
と
、
新

稲
穂
を
は
じ
め
秋
の
味
覚
を
お
供
え
し
、

「
神
風
の
伊
勢
の
五
十
鈴
の
川
上
に
鎮
座

す
天
照
坐
皇
大
御
神
を
遙
か
に
拝
み
奉
る

と
共
に
相
殿
に
風
の
戸
の
遠
き
文
化
四
年

の
古
よ
り
斎
ひ
鎮
ま
り
坐
す
天
照
皇
大
神

の
宇
豆
の
御
前
に
恐
み
恐
み
も
白
さ
く
」

と
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
各
総
代
玉
串
奉

奠
し
て
氏
子
崇
敬
者
の
平
安
と
繁
栄
を
祈

願
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
本
年
最
後
の
総
代
会
を

開
催
し
、
神
社
の
現
状
報
告
と
来
年
度
の

年
間
神
社
行
事
日
程
等
を
協
議
し
た
。
後
、

地
元
の
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
内
レ
ス
ト

ラ
ン
・
ウ
ル
テ
ィ
モ
で
、
総
代
ご
令
室
も

同
席
の
直
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

7

参進する西宮神社産宮参り御殿前の記念写真

境内の奉賛芳名掲示板銅板寄進案内板

新
　
生
　
児
　
命
　
名

　
　
　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
か
ら

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
十
月
ま
で
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趣
意
と
お
願
い

　

現
社
殿
は
昭
和
三
十
八
年
に
竣

工
し
て
、
約
五
十
年
と
な
り
ま
す
。

　

銅
板
の
寿
命
は
約
五
十
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
銅

板
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
皆
々

様
に
銅
板
寄
進
（
一
枚
二
千
円
）

を
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
殿
銅
板
屋
根
に
あ
な
た
様
の

お
名
前
を
残
し
、
更
な
る
三
石
大

神
の
ご
加
護
に
よ
り
、
貴
社
・
貴

家
の
益
々
の
弥
栄
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
は
重
ね
て
の
ご
案
内
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

  

シ
リ
ー
ズ

社
務
所
・
境
内
紹
介
　

『
掛
軸
・
神
功
皇
后
之
図
』

本
軸
は
、
縦
一
九
八
×
横
六
六
㎝

で
、
本
紙
は
絹
本
着
色
の
縦
一
一
三
×

横
五
〇
、五
㎝
で
、
白
色
銀
欄
の
天
地
に
、

風
帯
・
上
下
一
文
字
に
は
家
紋
（
丸
に
蔦
）

柄
が
用
い
ら
れ
た
上
品
で
落
ち
着
き
の
あ

る
表
装
で
あ
る
。
本
紙
左
下
及
び
箱
書
に

は
「
画
所
預
正
五
位
下
左
近
衛
将
監
藤
原

光
文
」
の
肩
書
と
「
光
文
之
印
」
の
落
款

が
見
ら
れ
、
土
佐
派
の
土
佐
光
文
（
み
つ

ぶ
み
）
の
作
品
で
あ
る
。

土
佐
派
は
巨
勢
派
の
巨
勢
公
望
（
き
ん

も
ち
）
の
門
人
春
日
基
光
（
も
と
み
つ
）

を
遠
祖
と
し
、
大
和
絵
を
伝
承
し
た
藤
原

行
光
（
ゆ
き
み
つ
）
を
祖
と
す
る
土
佐
派

佐
派
二
十
二
世
光
禄
（
み
つ
と
み
）
の

養
子
と
な
っ
て
宗
家
を
継
ぎ
画
所
預
と
な

る
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
の
内
裏
造

営
の
際
に
は
画
工
頭
を
務
め
、
肥
後
介
、

左
近
衛
将
監
等
を
経
て
幕
末
期
に
は
従
四

位
下
備
前
守
と
な
っ
た
。
東
山
春
秋
社
に

参
加
し
、
解
散
後
は
中
島
来
章
・
塩
川
文

麟
ら
と
如
雲
社
を
設
立
す
る
な
ど
土
佐
派

末
期
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
。

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
六
十
八
歳
で

死
去
し
た
。。

  

シ
リ
ー
ズ

書
籍
に
見
る
三
石
さ
ん
　

　『
三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
百
年
史
』

三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
か
ら
社
史
『
三

菱
重
工
神
戸
造
船
所
百
年
史
』
が
、
平
成

十
七
年
十
二
月
に
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
同

社
社
史
は
既
に
五
十
年
史
・
七
十
五
年
史

と
二
十
五
年
毎
に
上
梓
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
度
は
「
見
る
」
角
度
か
ら
写
真
等
が

多
く
盛
り
込
ま
れ
、
ま
た
近
年
の
Ｉ
Ｔ
化

に
伴
う
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
も
作
成
さ
れ
添

え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
編
経
営
管
理
の
第
八
章
・
地
域
社

会
の
状
に
「
三
石
神
社
は
、
三
韓
征
伐
か

ら
凱
旋
し
て
こ
の
地
に
上
陸
さ
れ
た
神
功

皇
后
が
神
託
を
受
け
広
田
・
生
田
・
長
田

の
朝
廷
絵
所
預
（
え
ど
こ
ろ
あ
ず
か
り
、

画
所
預
と
も
）
を
世
襲
し
た
が
、
室
町
時

代
に
一
時
絵
所
預
職
を
失
い
、
江
戸
時
代

の
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
に
光
起
（
み

つ
お
き
）
が
絵
所
預
に
就
任
し
て
土
佐
派

を
中
興
さ
せ
、
以
後
幕
末
ま
で
そ
の
地
位

を
維
持
し
た
。
土
佐
派
の
画
は
細
密
画
と

い
わ
れ
、
小
さ
な
画
面
を
微
細
な
描
写
で

埋
め
尽
く
す
特
異
な
手
法
と
画
風
が
特
徴

で
あ
る
。

多
く
の
「
神
功
皇
后
図
」
は
、
神
功
皇

后
朝
鮮
出
兵
凱
旋
の
後
、
出
産
さ
れ
た
誉

田
別
尊
（
後
の
仲
哀
天
皇
）
を
武
内
宿
禰

が
抱
い
て
い
る
構
図
で
、
神
功
皇
后
・
武

内
宿
禰
共
に
鎧
を
着
け
た
武
者
姿
が
多
い
。

本
品
は
神
功
皇
后
が
萌
黄
狩
衣
の
上
に
鎧

と
背
に
矢
を
着
け
、
右
手
に
軍
配
、
左
手

に
弓
を
持
ち
、
緋
袴
を
穿
い
た
武
者
姿
で

あ
る
が
、
武
内
宿
禰
は
公
家
の
正
装
で
あ

る
黒
袍
（
く
ろ
ほ
う
）
の
衣
冠
束
帯
姿
で

誉
田
別
尊
を
抱
く
構
図
で
、
神
功
皇
后
の

萌
黄
狩
衣
、
武
内
宿
禰
の
黒
袍
の
柄
も
繊

細
に
描
か
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
土
佐
派

の
絵
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
江
戸
末
期

頃
の
作
品
と
さ
れ
る
。

土
佐
光
文
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
画
家
で
、
別
家
二
代
土
佐
光
孚
（
み
つ

ざ
ね
）
の
次
男
と
し
て
京
都
で
生
れ
、
土



三　石　さ　ん 平成 26 年 12 月　（  ）　16　号9

の
神
を
ま
つ
り
、
神
宝
と
し
て
三
個
の
石

を
置
か
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
名
の
起
こ
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。」
と
記
さ
れ
、
造

船
所
設
立
に
あ
た
っ
て
現
在
の
鎮
座
地
に

移
転
し
て
い
た
だ
い
た
と
あ
る
。
第
一
編

沿
革
の
第
四
章
・
二
十
一
世
紀
の
新
た
な

挑
戦
の
条
に
、
百
周
年
記
念
を
迎
え
た
平

成
十
七
年
八
月
八
日
の
記
事
と
し
て
、「
当

日
は
当
所
守
護
神
の
末
広
稲
荷
神
社
に
百

周
年
記
念
奉
告
と
社
運
隆
昌
安
全
・
繁
栄

祈
願
を
行
っ
た
」
と
見
え
、
宮
司
が
奉
仕

し
た
稲
荷
社
境
内
で
の
写
真
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
社
が
三
菱

重
工
神
戸
造
船
所
構
内
か
ら
移
転
し
た

関
係
上
か
ら
現
在
に
到
る
ま
で
、
毎
月
の

所
長
他
役
職
員
の
安
全
・
繁
栄
祈
願
参
拝

や
構
内
各
部
各
課
の
神
棚
祭
を
始
め
所
内

の
各
種
神
事
を
斎
行
し
て
い
る
。

さ
ら
に
第
二
編
第
三
章
・
勤
労
人
事
の

福
利
厚
生
の
条
に
、
大
正
十
二
年
に
建
設

さ
れ
た
三
石
倶
楽
部
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
三
石
倶
楽
部
に
つ
い
て
、

三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
の
「
神
船
時
報
」

（
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
発
行
）
の
歴

史
と
伝
説
の
和
田
岬
の
過
去
（
上
）
の
条

に
、「
会
社
の
設
立
と
共
に
鉄
道
支
線
を

敷
設
し
た
の
が
和
田
岬
線
で
あ
り
、
旧
停

車
場
の
裏
に
は
、
三
石
神
社
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
鉄
道
敷
設
の
た
め

に
、
神
社
は
現
在
位
置
に
移
転
し
た
の
で

あ
る
。
三
石
と
い
う
名
称
は
、
三
石
神
社

が
こ
の
辺
に
あ
っ
た
か
ら
し
て
通
名
（
三

石
通
）
と
な
り
、
そ
こ
に
建
設
さ
れ
た
か

ら
三
石
倶
楽
部
と
い
う
名
称
を
付
し
た
の

で
あ
っ
て
現
状
し
か
知
ら
な
い
若
い
方
々

に
は
こ
の
称
呼
は
或
い
は
不
思
議
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
後
世「
コ
ジ
ツ
ケ
」

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
か
ら
こ
こ
に
記
し

て
お
く
。」
と
の
当
時
の
宮
司
の
寄
稿
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
六
年

に
三
石
倶
楽
部
代
替
と
し
て
三
菱
和
田
ク

ラ
ブ
が
設
け
ら
れ
三
石
倶
楽
部
は
消
滅
し

た
が
、
現
在
は
八
号
館
と
し
て
建
っ
て
い

る
。当

社
も
三
菱
重
工
神
戸
造
船
所
と
の
一

世
紀
の
関
わ
り
合
い
か
ら
更
に
新
た
な
る

世
紀
へ
と
、
神
事
等
の
奉
仕
に
よ
り
三
菱

重
工
神
戸
造
船
所
の
飛
躍
と
永
遠
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

平
成
二
十
七
年
の
神
社
神
事
・
行
事
予
定

一
月　

一　

日　

歳
旦
祭
（
初
詣
）

一
月　

三　

日　

氏
子
崇
敬
者
繁
栄
祈
願
祭

（
谷
林
・
山
根
先
生　
虚
無
僧
の
献
筝
）

四
月　

十
九
日　

氏
子
会
総
会

四
月
二
十
六
日　

猿
田
彦
会
総
会

五
月
二
十
二
日　

例
大
祭

　
　

二
十
三
日　

地
区
子
供
み
こ
し
巡
幸

　
　

二
十
四
日　

神
幸
式
（
お
わ
た
り
）

六
月　
　

七
日　

氏
子
崇
敬
者
親
睦
旅
行

（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

七
月　

十
七
日　

夏
越
祭

（
琉
球
舞
踊
奉
納
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

　
　
　

十
八
日　
（
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

九
月
二
十
三
日　

西
宮
神
社
産
宮
参
り

十
月　

十
八
日　

秋
祭
（
天
照
大
神
祭
）

十
一
月
中　

七
五
三
詣

各
月　
　

一
日　

月
次
祭

印　

刷　

所

（有）
前
川
企
画
印
刷

神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
三
丁
目
三

−

十

TEL
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

二
四
八
八

FAX
（
〇
七
八
）
五
七
七

−

七
二
二
〇

三菱重工神戸造船所百年史


